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胡風遺著読後感

胡
風
遺
著
読
後
感

王　
　
　

凡　

西　

著 

長　

堀　

祐　

造　

訳

﹇
訳
者
解
題
﹈

　

本
稿
は
、
香
港
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
雑
誌
『
十
月
評
論
』
一
九
九
四
年
第
一
期
に
掲
載
さ
れ
た
、
著
名
な
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
指
導
者
の
一
人
、
王
凡
西
﹇
一
九

〇
七―

二
〇
〇
二
﹈
の
文
章
で
あ
る
。

　

王
凡
西
は
浙
江
省
海
寧
県
硤
石
鎮
の
生
ま
れ
。
そ
の
回
想
録
『
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
回
想
録
』）

1
（

に
よ
れ
ば
、
王
は
湖
畔
詩
社
の
二
将
、
馮
雪
峰
、
潘
漠
華
が
す

で
に
文
名
を
馳
せ
て
い
た
杭
州
第
一
師
範
に
隣
接
す
る
省
立
甲
種
商
業
学
校
を
経
て）

2
（

、
一
九
二
五
年
、
北
京
大
学
預
科
に
進
学
。
同
級
生
に
、
後
年
と
も
に
中
共

の
文
芸
政
策
の
犠
牲
者
と
な
る
王
実
味
、
張
光
人
（
後
の
胡
風
）
が
お
り）

3
（

、
馮
雪
峰
と
も
こ
の
頃
知
り
合
い
と
な
る
。
北
大
の
三
年
先
輩
に
当
た
る
の
が）

4
（

、
の
ち

に
魯
迅
作
と
さ
れ
人
々
に
記
憶
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」
の
端
緒
を
開
い
た
陳
其
昌
（
陳
仲
山
）
で
あ
っ
た
。
ほ
ど
な
く
、

王
は
中
共
に
入
党
。
二
七
年
に
は
ソ
連
留
学
。
ク
ー
ト
ベ
在
学
中
の
一
九
二
八
年
、
他
の
中
国
人
留
学
生
と
と
も
に
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
組
織
を
当
地
で
結
成
。
帰

国
後
も
組
織
決
定
に
従
い
、
中
共
党
内
に
残
っ
て
、
中
央
組
織
部
の
周
恩
来
の
も
と
で
活
動
す
る
が
、
ソ
連
か
ら
の
通
報
で
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
発
覚

し
、
一
九
三
〇
年
中
共
か
ら
除
名
さ
れ
る
。
以
後
、
陳
独
秀
を
指
導
者
と
す
る
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
指
導
的
一
員
と
し
て
活
動
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
国
民
党

に
よ
る
二
度
の
逮
捕
投
獄
生
活
を
体
験
す
る
。
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
分
裂
に
際
し
て
は
一
九
四
九
年
、
鄭
超
麟
ら
と
少
数
派
組
織
、
国
際
主
義
労
働
者
党
を
結

成
。
中
共
の
内
戦
勝
利
後
、
組
織
決
定
に
よ
り
、
鄭
超
麟
ら
を
大
陸
に
残
し
、
香
港
に
赴
く
も
一
九
五
二
年
、
英
国
香
港
政
庁
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
、
マ
カ
オ
に

滞
在
。
中
国
当
局
の
誘
拐
策
動
を
察
知
し
て
、
一
九
七
五
年
か
ら
は
英
国
リ
ー
ズ
に
居
を
移
し
て
文
筆
活
動
を
継
続
し
、
こ
こ
が
最
期
の
地
と
な
っ
た
。

�（�24）



　

元
来
、
創
造
社
に
傾
倒
す
る
文
学
青
年
だ
っ
た
王
凡
西
は
北
京
大
学
時
代
に
は
同
郷
の
教
授
、
徐
志
摩
の
知
遇
を
得
、『
現
代
評
論
』
や
『
語
糸
』
に
投
稿
し

て
い
た
こ
と
も
あ
る
（
王
文
元
の
名
で
発
表
さ
れ
た
こ
れ
ら
短
文
の
テ
ク
ス
ト
は
現
在
で
は
日
本
で
も
当
該
雑
誌
の
リ
プ
リ
ン
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る）

5
（

）。
ま

た
、
香
港
時
代
に
は
、
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
、
映
画
や
演
劇
の
脚
本
を
書
い
て
い
た
と
い
う
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る）

6
（

。
さ
ら
に
、

王
凡
西
は
一
九
六
〇
年
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
名
著
『
文
学
と
革
命
』
の
第
一
部
を
翻
訳
し
、
一
九
七
一
年
に
到
っ
て
恵
泉
の
筆
名
で
香
港
信
達
出
版
社
か
ら
刊
行
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
一
九
七
三
年
に
双
山
の
筆
名
で
同
じ
く
信
達
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
毛
沢
東
思
想
論
稿
』
の
一
章
「
文
芸
政
策
与
文
芸
創
作
」
は

毛
沢
東
と
中
共
の
文
芸
政
策
に
対
す
る
解
説
、
批
判
と
し
て
優
れ
た
文
章
で
あ
り
、
高
度
な
学
術
的
達
成
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
談
王
実
味
与
『
王
実
味
問

題
』」（
香
港
『
九
十
年
代
月
刊
』
一
九
八
五
年
五
月
）、「
従
魯
迅
的
一
封
信
看
到
陳
其
昌
」（
香
港
『
中
報
月
刊
』
巻
号
未
詳
）
な
ど
の
文
章
も
中
国
現
代
文
学

史
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
特
に
前
者
は
王
実
味
の
名
誉
回
復
と
い
う
中
国
大
陸
の
政
治
状
況
に
も
参
与
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
日
本
で

は
こ
う
し
た
香
港
誌
の
掲
載
し
た
原
資
料
は
中
々
見
ら
れ
な
い
が
、
訳
者
の
手
許
に
は
、
著
者
か
ら
直
接
送
ら
れ
て
き
た
修
正
原
稿
が
あ
る
の
で
、
本
編
に
続
い

て
、
本
誌
上
で
翻
訳
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
稿
は
一
九
八
五
年
に
死
去
し
た
胡
風
の
二
編
の
遺
著
を
読
ん
で
の
感
想
で
あ
る
。

　
「
三
十
年
代
前
期
の
魯
迅
に
関
わ
る
二
十
二
条
の
質
問
﹇
関
于
三
十
年
代
前
期
和
魯
迅
有
関
的
二
十
二
条
的
提
問
﹈」（『
上
海
魯
迅
研
究
』
五
、
一
九
九
一
年
九

月
、
及
び
『
新
文
学
史
料
』
一
九
九
二
年
第
四
期
掲
載
）
は
、
一
九
七
七
年
に
い
ま
だ
獄
中
に
あ
っ
た
胡
風
が
、
一
九
八
一
年
版
『
魯
迅
全
集
』
日
記
巻
の
注
釈

作
業
の
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
、
魯
迅
最
晩
年
に
発
生
し
た
国
防
文
学
論
争
に
際
し
、
魯
迅
の
側
に
立
ち
、
周
揚
ら
に
対

抗
し
た
胡
風
は
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
胡
風
は
か
な
り
率
直
に
様
々
な
人
物
に
つ
い
て
語
っ
て
い

る
た
め
、
掲
載
誌
『
上
海
魯
迅
研
究
』
は
し
ば
ら
く
、
刊
行
を
差
し
止
め
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。

　

一
方
、「
魯
迅
先
生
」
は
『
新
文
学
史
料
』
一
九
九
三
年
第
一
期
に
掲
載
さ
れ
た）

7
（

。
魯
迅
の
作
と
さ
れ
、
魯
迅
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
及
び
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
対

す
る
否
定
的
見
方
を
人
び
と
の
中
に
固
定
化
し
て
き
た
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」
が
、
実
は
馮
雪
峰
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
、
魯
迅
に
責
任
を
負
わ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
胡
風
は
こ
の
手
紙
が
世
に
現
れ
る
現
場
に
居
合
わ
せ
た
証
人
の
資
格
で
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
魯
迅
先
生
」

で
胡
風
は
、
厨
川
白
村
の
自
身
に
対
す
る
影
響
や
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
詩
人
ブ
ロ
ー
ク
の
詩
集
『
十
二
』
に
つ
い
て
（
魯
迅
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
『
文
学
と
革
命
』
か
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胡風遺著読後感

ら
第
三
章
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ー
ク
」
を
訳
出
し
、
北
京
で
一
九
二
六
年
刊
行
さ
れ
た
胡
斅
訳
の
訳
詩
集
『
十
二
個
』
の
「
付
録
」
と
し
、
そ
の
巻
頭
に

置
い
た
）、
さ
ら
に
は
陳
独
秀
に
対
し
て
魯
迅
が
終
生
、
敬
意
を
抱
き
続
け
た
こ
と
、
な
ど
を
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
「『
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
正
・
続
（『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』

汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
及
び
『
二
三
十
年
代
中
国
と
東
西
文
芸―

蘆
田
孝
昭
教
授
退
休
紀
念
論
文
集
』　

東
方
書
店
、
同
年
一
二
月
）
で
も
論
じ

た
。
ま
た
、
本
編
が
触
れ
る
陳
独
秀
と
魯
迅
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
五
年
春
の
本
誌N

o.34

所
載
「
魯
迅
と
陳
独
秀
」
で
詳
論
し
た
。
参
照
頂
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
著
者
か
ら
訳
者
に
送
ら
れ
て
き
た
、
初
出
掲
載
誌
に
著
者
本
人
が
手
を
入
れ
た
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
い
て
訳
出
し
て
い
る
。
訳
文
中
、（　

）

は
原
注
、﹇　

﹈
は
訳
注
を
表
す
。
そ
の
他
、
長
め
の
訳
注
は
訳
文
の
後
に
別
に
付
す
こ
と
と
す
る
。　

﹇
訳
者
解
題
﹈
注 

（
1 
）
矢
吹
晋
訳
、
柘
植
書
房
、
一
九
七
九
年
。
原
著
は
『
双
山
回
憶
録
』
香
港
周
記
行
出
版
社
、
一
九
七
七
年
、
及
び
同
書
増
補
版
は
香
港
士
林
図
書
服
務
社
、
一
九
九
四
年
。

（
2 
）
筆
者
が
二
〇
〇
〇
年
に
北
京
大
学
档
案
館
で
調
査
し
た
資
料
、『
国
立
北
京
大
学
一
九
二
五
年
度
学
生
（
履
歴
）
一
覧
』
に
よ
る
と
、
王
凡
西
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
記

載
が
あ
る
。

　
　
　

系
部
・
科
級
：
預
科
乙
部
英
文
班
一
年
級　

姓
名
：
王
文
元　

籍
貫
：
浙
江
桐
郷　

年
齢
：
二
〇　

経
過
学
校
：
浙
江
安
定
中
学
畢
業
。

（
3 
）『
北
京
大
学
日
刊
』、
中
華
民
国
十
四
年
八
月
一
日
付
（
一
九
二
五
年
）
の
一
面
に
は
、
こ
の
年
の
本
科
、
預
科
合
格
者
三
百
四
十
五
名
の
名
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

確
か
に
王
思
褘
（
王
実
味
）、
王
文
元
、
張
光
人
（
胡
風
）
の
名
が
見
え
る
。

（
4  
）
同
じ
く
『
北
京
大
学
日
刊
』、
中
華
民
国
十
一
年
八
月
五
日
付
（
一
九
二
二
年
）
の
一
面
の
同
年
預
科
合
格
者
名
簿
の
英
文
班
に
陳
其
昌
の
名
が
見
え
る
。

（
5  
）
王
凡
西
の
投
稿
作
品
は
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
で
あ
る
。『
語
糸
』
第
百
二
十
六
期
・
百
四
十
六
期
（
一
九
二
七
年
四
月
、
八
月
）、『
現
代
評
論
』
第
四
巻
第
九
十
九
期
（
一
九
二

六
年
十
月
）
を
参
照
。『
語
糸
』
第
百
四
十
六
期
に
は
魯
迅
・
周
作
人
ら
も
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
興
味
深
い
の
は
、
王
凡
西
が
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
転
じ
て
久
し
い
一
九
三

七
年
、
茅
盾
が
実
質
的
編
集
者
だ
っ
た
『
文
学
』
誌
の
第
八
巻
第
三
号
・
第
四
号
（
一
九
三
七
年
三
月
、
四
月
）
に
、
王
凡
西
訳
、
ロ
シ
ア
の
批
評
家
ピ
ー
サ
レ
フ
作
と
覚
し
き

「
プ
ー
シ
キ
ン
の
抒
情
詩
」
と
い
う
文
章
が
訳
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
王
凡
西
そ
の
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
茅
盾
と
い
う
人
物
の
性
格
、
人
脈
、
中
共
の
統
一

戦
線
政
策
な
ど
が
影
響
し
て
の
こ
と
か
。
な
お
、
本
注
は
『
中
国
現
代
文
学
期
刊
目
録
匯
編
』（
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
を
参
考
と
し
た
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（
6 
）『
双
山
回
憶
録
』
香
港
周
記
行
出
版
社
版
の
三
二
〇
頁
に
あ
る
、「
王
凡
西
先
生
近
年
的
著
作
和
翻
訳
」
リ
ス
ト
に
、『
三
齣
小
戯
』（
一
九
六
八
年
）、『
電
影
漫
談
』（
一
九
五

六
年
）
な
ど
と
い
う
書
名
が
見
え
る
。

（
7 
）
後
に
『
胡
風
回
想
録
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
に
も
収
録
さ
れ
た
が
、
王
凡
西
が
こ
こ
で
触
れ
る
よ
う
な
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」
を
め
ぐ
る
胡
風

の
言
の
微
妙
な
部
分
は
削
除
さ
れ
た
。
朱
正
著
「
重
読
『
答
托
洛
斯
基
派
的
信
』」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
五
年
第
十
期
）
を
読
ん
で
気
づ
い
た
が
、『
魯
迅
回
憶
録
』
散
編
、

下
冊
（
北
京
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
で
は
削
除
さ
れ
て
い
な
い
。

（
一
）

　

最
近
胡
風
の
二
編
の
遺
作
を
読
む
機
会
が
あ
っ
た
。「
三
十
年
代
前
期
の
魯
迅
に
関
わ
る
二
十
二
条
の
質
問
」
と
「
魯
迅
先
生
」
で
あ
る
。
こ
の
二
編
は
非
常

に
重
要
で
価
値
あ
る
文
章
だ
と
思
う
。
中
国
の
一
九
三
〇
年
代
初
期
・
中
期
に
お
け
る
左
翼
文
芸
運
動
に
つ
い
て
の
権
威
あ
る
一
次
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
当
時
魯
迅
周
辺
の
中
国
文
壇
で
起
こ
っ
た
離
合
集
散
と
恩
讐
、
中
共
に
よ
る
政
権
掌
握
後
の
一
連
の
思
想
闘
争
の
淵
源
、
さ
ら
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
、
毛
沢
東
の

文
芸
政
策
が
い
か
に
し
て
災
禍
を
引
き
起
こ
し
た
か
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
史
料
を
進
ん
で
利
用
し
、
問
題
を
研
究
せ
ん
と
す
る
、
優
れ
た
中
国
文
学
史
家
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
お
り
、
す
で
に
そ
う
し
て
い
る
も
の

と
私
は
信
じ
て
い
る
。
私
は
こ
の
方
面
で
は
多
く
を
語
る
つ
も
り
は
な
い
。
私
が
こ
こ
で
簡
単
に
述
べ
た
い
と
思
う
の
は
こ
の
二
編
か
ら
見
え
て
く
る
胡
風
自
身

の
文
芸
上
の
見
解
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
い
え
ば
胡
風
が
ど
の
よ
う
に
文
学
と
革
命
と
の
関
係
と
い
う
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
一
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
、
私
が
胡
風
の
文
章
で
も
っ
と
も
直
接
的
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
一
部
始
終
を
ま
じ

め
に
述
べ
た
例
の
魯
迅
の
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」
制
作
過
程
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
胡
風
の
こ
の
証
言
は
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
た
め
に
、
あ
り
も

し
な
い
罪
を
今
一
度
雪
い
で
く
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
他
人
を
誣
告
に
よ
っ
て
陥
れ
た
と
い
う
責
任
か
ら
魯
迅
を
最
終
的
に
救
い
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
本
来
詳
し
く
語
る
べ
き
意
義
が
あ
る
の
だ
が
私
の
二
人
の
旧
友
、
楼
子
春
と
鄭
超
麟
が
す
で
に
こ
れ
に
つ
い
て
文
章
を
書
い
て
い
る）

1
（

の
で
、
そ
れ
に

よ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
二
人
は
こ
の
「
事
件
」
に
つ
い
て
十
分
論
じ
尽
く
し
て
い
る
の
で
、
私
に
は
さ
ら
に
言
う
べ
き
こ
と
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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胡風遺著読後感

　

唯
一
少
し
ば
か
り
補
っ
て
お
き
た
い
の
は
陳
独
秀
が
こ
の
手
紙
か
ら
導
き
出
し
た
魯
迅
評
価
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

私
の
『
回
憶
録
』
中
に
は
こ
の
件
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
っ
た
。

　
「﹇
陳
﹈
其
昌
が
こ
の
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
と
き
、
私
は
香
港
に
い
た
。
其
昌
は
事
前
に
他
の
同
志
た
ち
と
相
談
ぜ
ず
、
そ
れ
で
事
後
、
同
志
た
ち
か
ら
大
い

に
非
難
を
受
け
た
。
と
り
わ
け
南
京
の
獄
中
に
あ
っ
た
陳
独
秀
は
こ
の
件
を
知
っ
て
大
い
に
怒
り
、
私
た
ち
に
な
ぜ
魯
迅
に
幻
想
を
持
つ
の
か
と
問
う
た
。
陳
独

秀
は
魯
迅
の
共
産
党
に
お
け
る
や
、
呉
稚
暉
﹇
一
八
六
五―

一
九
五
三
。
清
末
の
ア
ナ
キ
ス
ト
、
後
に
転
向
し
、
国
民
党
右
派
の
政
治
家
﹈
の
国
民
党
に
お
け
る

と
同
様
で
、
奉
ら
れ
て
恩
を
感
じ
、
報
い
よ
う
と
し
て
も
は
や
利
害
を
越
え
た
是
非
の
心
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
」）

2
（

と
。

　

こ
の
段
の
回
想
は
中
国
国
内
の
中
共
党
史
研
究
家
の
間
で
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
陳
独
秀
は
魯
迅
に
対
し
て
公
平
冷
静
な
態
度
で
対
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
彼
ら
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
わ
べ
だ
け
客
観
を
装
う
、
い
わ
ゆ
る
公
正
論
は
実
は
全
く
不
公
正
な
も
の
で
あ
る
。
当
時
陳
独
秀

は
ま
さ
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
し
て
蒋
介
石
の
獄
に
囚
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
唐
突
に
か
つ
て
の
同
志
に
し
て
旧
友
﹇
魯
迅
﹈
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
こ
の
上
な
く

耐
え
難
い
罪
状
を
、
彼
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
派
の
同
志
た
ち
に
ひ
っ
か
ぶ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
性
烈
火
の
ご
と
き
革
命
家
が
心
の
怒
り
を
お
さ

え
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。「
か
け
ら
れ
た
唾
を
乾
く
ま
で
待
つ
」
と
い
う
の
は
革
命
家
の
品
性
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
陳
独
秀
と
い
う
革
命
家
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
陳
独
秀
は
生
前
に
胡
風
の
こ
の
証
言
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
さ
も
な
く
ば
陳
独
秀
は
現
在
の
私
た
ち
同
様
、
魯
迅
を
「
白
い
老
い
ぼ

れ
」
呉
稚
暉
に
な
ぞ
ら
え
た
憤
慨
の
言
葉
を
撤
回
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
陳
独
秀
の
魯
迅
に
対
す
る
全
体
的
な
評
価
と
い
う
も
の
は
こ
の
誣
告
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
七
年
十
二
月
﹇
注

3
の
日
付
参
照
﹈、
陳
独
秀
が
書
い
た
「
私
の
魯
迅
認
識
」
の
一
文
中
に
私
た
ち
は
次
の
よ
う
な
言
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
民
国
十
六
、
七
年
、
魯
迅
が
ま
だ
政
党
﹇
中
共
の
こ
と
﹈
に
接
近
す
る
以
前
、
党
の
中
に
幾
人
か
の
無
知
な
愚
か
者
が
い
て
、
魯
迅
を
一
銭
の
価
値
も

な
い
と
罵
っ
た
時
、
私
は
魯
迅
の
た
め
に
大
い
に
不
満
に
思
っ
た
も
の
だ
。
そ
の
後
、
魯
迅
が
政
党
に
近
づ
く
と
そ
の
同
じ
無
知
な
愚
か
者
が
突
然
魯
迅
を

天
よ
り
も
高
く
持
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。
魯
迅
先
生
は
ま
る
で
以
前
は
犬
で
、
今
度
は
神
に
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
」）

3
（
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こ
れ
は
極
め
て
公
正
か
つ
公
平
な
評
価
で
あ
る
。
実
際
魯
迅
本
人
の
陳
独
秀
に
対
す
る
態
度
も
一
貫
し
て
公
正
、
公
平
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
他
の
こ
と

は
さ
て
お
き
、
陳
独
秀
が
党
内
で
力
を
失
っ
た
後
、
魯
迅
が
い
か
に
し
て
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
か
に
言
及
し
た
際
、
包
み
隠
さ
ず
そ
の
功
を
陳
独
秀
の
激

励
に
帰
し
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
さ
え
す
れ
ば
い
い）

4
（

。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
胡
風
の
証
言
も
私
た
ち
に
証
拠
を
与
え
て
く
れ
た
。
胡
風
は
言
う
。

　
「
…
…
魯
迅
は
『
新
青
年
』
の
編
集
同
人
に
し
て
五
四
文
学
革
命
の
指
導
者
陳
独
秀
に
対
し
て
は
一
貫
し
て
敬
意
を
表
し
て
い
た
」）

5
（

と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊　

＊

　

胡
風
の
文
芸
思
想
を
語
る
に
は
当
然
そ
の
著
作
を
根
拠
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
私
は
ま
ず
も
っ
て
、
以
前
に
は
胡
風
の
い
か
な
る
著
作
も
読
ん
だ

こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
私
が
文
学
と
無
縁
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
若
い
頃
、
文
芸
を
愛
好
し
た
と
は

い
え
、
共
産
主
義
運
動
に
身
を
投
じ
て
か
ら
は
、
興
味
が
移
り
、
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
が
い
つ
も
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
た
た
め
に
、
文
芸
作
品
に
接
す
る

こ
と
は
極
め
て
少
な
く
な
り
、
中
国
の
文
壇
と
は
、
左
右
の
派
を
問
わ
ず
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

解
放
後
胡
風
の
例
の
三
十
万
字
の
意
見
書）

6
（

が
大
批
判
を
巻
き
起
こ
し
、
当
然
な
が
ら
私
の
興
味
を
引
い
た
。
し
か
し
、
結
局
私
は
胡
風
の
原
著
を
探
せ
な
か
っ

た
。
後
に
反
胡
風
の
大
運
動
の
中
で
、「
胡
風
反
革
命
集
団
の
黒
い
材
料
」
が
一
ま
と
ま
り
ず
つ
、
公
に
さ
れ
て
き
た
が
﹇
一
九
五
五
年
五
月
、
六
月
『
人
民
日

報
』
に
断
続
的
に
掲
載
、
同
月
『
関
於
胡
風
反
革
命
集
団
的
材
料
』
と
し
て
人
民
出
版
社
か
ら
単
行
本
が
出
た
。
そ
の
他
ほ
ぼ
同
時
期
に
『
胡
風
文
芸
思
想
批
判

論
文
彙
集
』
一
〜
五
集
が
作
家
出
版
社
か
ら
出
て
い
る
﹈、
私
に
は
読
も
う
と
す
る
興
味
が
な
か
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
伝
来
の
、
異
見
を
持
つ
者
に
む
や
み
や
た
ら

と
罪
を
着
せ
る
い
わ
ゆ
る
批
判
闘
争
な
る
も
の
の
中
で
は
、
決
し
て
批
判
さ
れ
る
者
の
本
当
の
意
見
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
私
は
よ
く
知
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
あ
ら
か
じ
め
宣
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
述
べ
よ
う
と
す
る
胡
風
の
文
芸
観
は
前
述
の
二
編
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
疑
い
な
く
極
め
て
限
定
的
で
、
浅
薄
な
も
の
で
あ
り
、
誤
解
す
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
編
の
文
章
の
中
で
も
っ
と
も
私
の
興
味
を
引
い
た
の
は
以
下
の
一
段
で
あ
る
。
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胡風遺著読後感

　
「
一
九
二
六
年
、
彼
（
魯
迅
）
の
手
で
紹
介
さ
れ
た
ソ
連
作
品
の
中
で
私
が
も
っ
と
も
影
響
を
受
け
た
の
は
Ａ
・
ブ
ロ
ー
ク
の
長
詩
『
十
二
』﹇
中
国
語
原

文
は
『
十
二
個
』、
十
二
人
の
意
。
邦
訳
題
は
『
十
二
』
で
通
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
﹈
で
あ
っ
た
。
そ
の
詩
は
十
月
革
命
が
巻
き
起
こ
し
た
全
社
会
生

活
の
暴
風
雨
の
よ
う
な
旋
律
を
反
映
し
、
私
を
も
そ
の
中
に
巻
き
込
ん
だ
。
魯
迅
の
「
後
記
」
は
私
の
詩
理
解
を
助
け
、
ま
た
革
命
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、

革
命
が
い
か
に
作
家
と
文
学
に
影
響
す
る
か
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
理
解
す
る
助
け
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
前
に
私
は
魯
迅
が
訳
し
た
廚
川
白
村
の
『
苦
悶
の

象
徴
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
創
作
過
程
に
お
け
る
私
の
通
俗
社
会
学
的
理
解
の
一
掃
が
促
さ
れ
た
。
私
は
廚
川
の
出
発
点
が
唯
心
論
で

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
は
い
た
の
だ
が
、
こ
の
と
き
魯
迅
の
「
後
記
」
は
そ
う
し
た
私
の
認
識
を
一
層
確
信
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。」（﹇「
魯
迅
先
生
」

中
の
一
段
﹈「
新
文
学
史
料
」
一
九
九
三
年
第
一
期
第
五
頁
に
見
え
る
）

　

こ
の
段
の
重
要
性
を
説
明
す
る
に
は
ま
ず
こ
の
長
詩
の
訳
書
の
内
容
を
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
も
こ
の
訳
書
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
大
き
な
影
響

を
受
け
た
。
し
か
し
そ
の
影
響
は
詩
自
体
か
ら
の
直
接
的
な
も
の
で
は
な
く
、
詩
集
の
後
に
付
さ
れ
た
付
録
と
、
ま
た
魯
迅
本
人
が
そ
の
付
録
か
ら
取
り
出
し
、

完
全
に
意
見
の
一
致
を
見
た
と
こ
ろ
の
こ
の
長
詩
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
意
見
と
で
あ
っ
た
。

　

は
っ
き
り
覚
え
て
は
い
な
い
が
、
長
詩
の
訳
者
は
胡
斅
と
い
う
名
で
、
訳
文
は
忠
実
な
も
の
だ
と
私
は
思
っ
た）

7
（

。
魯
迅
は
誠
心
誠
意
に
そ
の
訳
詩
集
の
紹
介
と

出
版
の
た
め
に
事
前
に
子
細
な
校
合
を
行
っ
た
に
違
い
な
い
（
あ
る
い
は
日
本
語
版
と
照
合
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
日
本
語
版
が
す
で
に
出
て
い
た
な
ら

ば
、
と
言
う
こ
と
だ
が
））

8
（

。
し
か
し
私
た
ち
が
知
る
と
お
り
、
訳
詩
は
難
し
く
、
ま
し
て
や
ブ
ロ
ー
ク
の
よ
う
な
詩
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
象
徴
主
義
の
詩

人
の
詩
は
そ
の
独
特
の
リ
ズ
ム
、
韻
律
、
調
子
で
有
名
で
、
そ
れ
ら
は
ロ
シ
ア
語
と
い
う
言
語
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
を
理
解
す
る
の
は
元
々
難

し
い
の
に
、
訳
詩
を
通
し
て
は
な
お
さ
ら
だ
っ
た
。
他
言
語
に
訳
す
と
な
る
と
、
せ
い
ぜ
い
具
体
的
な
内
容
を
残
す
と
い
う
程
度
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
詩

の
具
体
的
内
容
は
、
こ
の
詩
を
優
れ
た
詩
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
抽
象
的
要
素
を
取
り
去
る
な
ら
、
実
際
余
す
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
外
国
詩
人
の
名
詩
の

訳
詩
を
読
む
と
、
し
ば
し
ば
そ
の
ど
こ
が
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
天
書
﹇
神
仙
が
書
い
た
書
物
や
手
紙
、
転
じ
て
難
解
な
文
章
の
た
と
え
﹈

を
読
ん
で
い
る
よ
う
で
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
と
感
じ
た
り
す
る
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
こ
の
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
き
に
は
し
っ

か
り
し
た
見
識
を
持
っ
た
本
当
に
詩
文
が
理
解
で
き
る
文
芸
批
評
家
が
必
要
と
な
る
。
批
評
家
の
「
注
釈
」
は
私
た
ち
が
こ
う
し
た
詩
（
と
り
わ
け
翻
訳
さ
れ
た

�（��8）



外
国
詩
）
の
善
し
悪
し
の
理
由
を
理
解
す
る
手
助
け
と
な
る
。
魯
迅
が
『
十
二
』
の
後
に
つ
け
た
付
録）

9
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と
、
魯
迅
自
身
が
書
い
た
「
後
記
」
と
は
そ
う
し
た
貴
重

な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
「
付
録
」
の
作
者
は
誰
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
折
し
も
本
論
で
前
述
し
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
領
袖
ト
ロ
ツ
キ
ー
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
「
付

録
」
は
、
も
と
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
著
作
『
文
学
と
革
命
』
の
第
三
章
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ー
ク
」
で
あ
っ
た
。

　

私
の
手
元
に
『
十
二
』
の
中
国
語
訳
は
な
い
。
こ
の
書
の
後
記
を
収
め
る
魯
迅
の
書
も
な
い
。
そ
れ
で
、
魯
迅
が
な
ぜ
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
文
章
を
「
付
録
」
と
し

た
の
か
知
り
よ
う
が
な
い
し
、
ま
た
魯
迅
が
な
ぜ
こ
の
作
者
と
そ
の
意
見
と
を
紹
介
し
た
の
か
も
覚
え
て
い
な
い
。
幸
い
私
の
机
上
に
一
丁
﹇
別
名
、
楼
国
華
、

楼
子
春
な
ど
﹈
著
の
『
魯
迅
﹇
其
人
、
其
事
及
其
時
代
﹈』﹇
パ
リ
第
七
大
学
東
亜
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
﹈
が
あ
り
、
そ
の
中
に
魯
迅
の
「
後
記
」
か
ら

引
用
し
た
文
が
あ
る
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
個
人
に
関
し
て
魯
迅
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

　
「
中
国
人
の
心
の
中
で
は
、
た
ぶ
ん
や
は
り
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
ヤ
ー
ッ
と
声
を
張
り
あ
げ
叱
咤
す
る）
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革
命
家
に
し
て
軍
人
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
こ
の

文
章
を
読
め
ば
彼
が
深
く
文
芸
を
解
す
る
批
評
家
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
…
…
」

　

私
は
ま
た
一
丁
の
文
章
か
ら
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
こ
の
ブ
ロ
ー
ク
論
を
、
魯
迅
が
も
っ
ぱ
ら
こ
の
詩
人
と
長
詩
を
紹
介
す
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
日
本
語
版
『
文
学

と
革
命
』
か
ら
翻
訳
し
た
ら
し
い
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
こ
か
ら
魯
迅
が
当
時
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
こ
と
を
い
か
に
好
意
的
に
評
価
し
て
い
た
か
、
ま
た
い
か
に
ト
ロ
ツ

キ
ー
の
見
解
に
同
意
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
二
六
年
三
月
十
二
日
に
書
か
れ
た
「
中
山
先
生
逝
世
後
一
周
年
」
と
い
う
文
章
の

中
で
、
魯
迅
は
さ
ら
に
自
身
が
同
意
し
た
見
解
に
つ
い
て
具
体
的
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
か
つ
て
革
命
芸
術
と
は
何
か
を
こ
う
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
。（
そ
れ
は
）
主
題
に
お
い
て
革
命
を
語
ら
ず
と
も
、
革
命
か
ら
生
ま
れ
た
新
し

い
も
の
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
意
識
に
貫
か
れ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
た
と
え
革
命
を
主
題
と
し
て
も
革
命
芸
術
で
は
な
い
」（
以
上

の
二
段
は
と
も
に
一
丁
『
魯
迅
：
其
人
、
其
事
及
其
時
代
』
二
八
四
頁
か
ら
引
用）

11
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魯
迅
の
こ
れ
ら
の
言
葉
は
全
面
的
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
ブ
ロ
ー
ク
に
関
す
る
見
解
を
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
、
文
学
と
革
命
に
関
す
る

関
係
及
び
共
産
党
と
労
農
政
府
が
文
芸
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
か
と
い
っ
た
様
々
な
見
解
に
つ
い
て
も
語
っ
て
は
い
な
い
。（
こ
う
し
た
見
解

は
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
『
文
学
と
革
命
』
の
他
の
章
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
）
し
か
し
魯
迅
が
こ
こ
で
語
っ
て
い
る
わ
ず
か
な
言
葉
は
簡
単
明
瞭
に
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
が

8（���）



胡風遺著読後感

「
通
俗
社
会
学
」
の
革
命
文
芸
に
関
す
る
見
解
に
反
対
し
た
こ
と
を
伝
え
、
同
時
に
そ
う
し
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
見
方
に
つ
い
て
の
共
鳴
を
包
み
隠
さ
ず
表
明
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

胡
風
は
自
身
が
こ
の
面
で
受
け
た
影
響
を
、
廚
川
白
村
の
『
苦
悶
の
象
徴
』
が
彼
に
与
え
た
影
響
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
興
味
深
い
。
両
者
を

関
連
づ
け
、
そ
こ
か
ら
胡
風
は
あ
る
認
識
に
到
達
し
た
。
あ
る
い
は
こ
れ
に
よ
っ
て
胡
風
に
元
々
あ
っ
た
認
識
が
「
強
化
」
さ
れ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
認
識
は
私
か
ら
見
る
と
、
胡
風
の
こ
の
後
の
文
芸
創
作
及
び
文
芸
創
作
と
革
命
と
の
関
係
と
い
う
問
題
に
対
す
る
基
本
態
度
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

い
か
な
る
基
本
的
態
度
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
通
俗
社
会
学
の
観
点
か
ら
文
芸
の
創
作
過
程
を
理
解
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
通
俗
社
会
学
の
立

場
か
ら
発
し
て
、
文
学
者
や
芸
術
家
の
創
作
活
動
を
指
導
し
た
り
、
干
渉
し
た
り
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
が
こ
う
い
う
と
胡
風
を
曲
解
し
て
い
る
と
言
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
ば
胡
風
の
原
文
を
子
細
に
研
究
し
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。

　

徐
懋
庸
へ
の
手
紙
の
中
だ
っ
た
と
思
う
が
﹇「
徐
懋
庸
に
答
え
、
あ
わ
せ
て
抗
日
統
一
戦
線
の
問
題
に
つ
い
て
」、
一
九
三
六
年
八
月
作
。『
且
介
亭
雑
文
末

編
』
所
収
﹈、
魯
迅
は
善
意
か
ら
胡
風
の
い
く
つ
か
の
小
さ
な
欠
点
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
は
、
胡
風
が
わ
か
り
や
す
い
文
章
を
書
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る）

12
（

。
今
回
胡
風
の
文
章
を
読
ん
で
私
も
い
さ
さ
か
同
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
胡
風
は
も
ち
ろ
ん
名
文
家
で
あ
る
が
、
語

句
が
時
に
あ
ま
り
に
濃
縮
さ
れ
て
い
る
た
め
に
含
意
が
些
か
晦
渋
と
な
る
の
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
胡
風
の
文
章
を
十
分
に
理
解
、
鑑
賞
す
る
に
は
読
者
は
時

に
苦
労
し
て
じ
っ
く
り
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

前
に
引
用
し
た
文
章
の
前
半
部
で
胡
風
は
ロ
シ
ア
の
詩
人
ブ
ロ
ー
ク
の
長
詩
『
十
二
』
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
胡
風
が
こ
の
詩
を
理

解
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
多
少
な
り
と
も
革
命
を
理
解
し
、
革
命
の
作
家
と
文
学
に
対
す
る
影
響
を
理
解
で
き
た
の
は
魯
迅
の
「
後
記
」
の
お
か
げ
だ
と
言
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
明
々
白
々
で
い
か
な
る
説
明
を
も
要
し
な
い
。

　

続
い
て
胡
風
は
魯
迅
が
翻
訳
し
た
日
本
の
文
芸
批
評
家
廚
川
白
村
著
『
苦
悶
の
象
徴
』
に
触
れ
て
い
る
。
胡
風
は
こ
の
本
も
自
身
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

「
私
の
創
作
過
程
に
お
け
る
通
俗
的
な
社
会
学
的
理
解
の
一
掃
を
促
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
続
い
て
胡
風
は
ま
た
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
私
は
廚
川
の
出
発
点
が

唯
心
論
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
は
い
た
が
、
こ
の
と
き
魯
迅
の
「
後
記
」
は
そ
う
し
た
私
の
認
識
を
一
層
確
信
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
。

　

こ
の
後
半
部
は
些
か
わ
か
り
に
く
い
。
と
い
う
の
は
な
ぜ
胡
風
は
『
苦
悶
の
象
徴
』
を
読
ん
で
通
俗
社
会
学
的
文
芸
理
解
の
一
掃
を
促
さ
れ
た
の
か
語
っ
て
い
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な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
廚
川
が
唯
心
論
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
事
実
と
胡
風
の
言
う
「
通
俗
社
会
学
的
理
解
の
一
掃
」
と
が
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か

語
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
魯
迅
の
「
後
記
」
が
ど
の
よ
う
に
胡
風
の
認
識
を
強
め
た
の
か
、
そ
の
認
識
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
指
し
て
い
る
の
が

廚
川
の
唯
心
論
な
の
か
そ
れ
と
も
通
俗
社
会
学
の
一
掃
な
の
か
も
語
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

胡
風
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
こ
で
些
か
「
注
釈
」
を
施
し
、
こ
の
後
半
部
の
文
章
の
思
考
経
路
を
探
し
だ
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
私
の
個
人
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
、
胡
風
の
思
考
経
路
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
『
苦
悶
の
象
徴
』
を
読
ん
で
胡
風
は
明
ら
か
に
著
者
の
創
作
過
程
に
対
す
る
分
析
に
引
か
れ
て
い
る
。
廚
川
は
精
神
と
心
理
の
方
面
か
ら
文
芸
創
造
の
原
因
と

動
機
を
追
究
し
て
お
り
、
そ
れ
は
社
会
学
者
を
自
認
す
る
人
た
ち
の
文
芸
に
対
す
る
見
方
よ
り
も
ず
っ
と
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
前
か
ら
胡
風
は
こ
う
し
た

社
会
学
者
的
見
方
に
不
満
を
持
っ
て
お
り
、
廚
川
を
読
ん
で
か
ら
は
こ
の
不
満
が
一
層
募
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
同
時
に
胡
風
は
廚
川
の
見
方
が
唯
心
論
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
は
い
た
。
な
ぜ
、
唯
心
論
的
美
学
者
が
か
え
っ
て
唯
物
論
か
ら
出
発
す
る

批
評
家
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
か
。
こ
こ
に
胡
風
は
矛
盾
を
見
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
魯
迅
の
「
後
記
」
を
読
ん
で
胡
風
は
ハ
ッ
と
悟
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
真
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
学
と
胡
風
が
知
っ
て
い
た
通
俗
社
会
学
と
は
も
と
も

と
違
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
者
は
弁
証
法
的
唯
物
論
か
ら
発
し
て
、
通
俗
社
会
学
者
よ
り
も
一
層
正
確
に
文
芸
の
創
作
過
程
を
理
解
し
説
明
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
唯
心
論
か
ら
発
す
る
美
学
者
た
ち
よ
り
も
よ
り
精
緻
に
文
芸
の
創
作
活
動
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
胡
風
の
矛
盾
は
解
決
を

見
、
同
時
に
心
中
の
通
俗
社
会
学
的
美
学
意
識
の
残
滓
も
最
終
的
に
一
掃
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

私
の
こ
う
し
た
胡
風
文
章
に
対
す
る
理
解
が
本
来
の
文
意
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
合
致
す
る
も
の
だ
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
こ
う
い
う
具
合
に
理
解
し
て

初
め
て
こ
の
部
分
の
文
章
は
意
味
が
通
り
、
本
当
の
含
意
を
理
解
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

こ
の
段
の
文
章
が
わ
か
れ
ば
残
っ
た
問
題
は
以
下
の
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
魯
迅
の
「
後
記
」
は
ど
の
よ
う
に
胡
風
の
こ
の
矛
盾
解
決
に
役
立
ち
、

ま
た
通
俗
社
会
学
一
掃
を
さ
ら
に
促
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
の
手
元
に
魯
迅
の
「
後
記
」
は
な
い
の
で
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
魯
迅
の
ど
の
語
句
が
こ
う

し
た
作
用
を
胡
風
に
も
た
ら
し
た
の
か
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
魯
迅
の
「
後
記
」
中
の
議
論
は
そ
の
「
付
録
」
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
「
付
録
」
の
中
か
ら
答
え
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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胡風遺著読後感

　
「
付
録
」
の
作
者
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
ブ
ロ
ー
ク
に
対
す
る
全
体
的
評
価
と
『
十
二
』
と
い
う
こ
の
長
詩
に
対
す
る
見
方
は
ざ
っ
と
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の
要
点
に

ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

一
、「
ブ
ロ
ー
ク
は
全
面
的
に
十
月
革
命
前
の
文
学
に
属
し
て
い
た
。
ブ
ロ
ー
ク
の
衝
動
は―

神
秘
主
義
の
旋
風
に
向
か
っ
た
も
の
で
あ
れ
、
革
命
の
旋
風
に

向
か
っ
た
も
の
で
あ
れ
、
す
べ
て
が
真
空
の
空
間
で
は
な
く
、
古
い
ロ
シ
ア
の
貴
族
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
文
化
の
濃
厚
な
大
気
の
な
か
で
起
こ
っ
て
い
る
。」

﹇
桑
野
隆
訳
『
文
学
と
革
命
』
上
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
一
五
九
頁
﹈

二
、
革
命
が
お
こ
り
、「
相
次
ぐ
恐
る
べ
き
出
来
事
の
音
楽
が
ブ
ロ
ー
ク
に
吹
き
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
…
…
ブ
ロ
ー
ク
は
革
命
の
受
け
入
れ
を
極
限
的
な
イ
メ
ー

ジ
で
表
現
し
、
革
命
に
極
め
て
粗
野
な―

そ
れ
も
粗
野
一
辺
倒
の―

表
現
を
あ
た
え
て
い
る
。
娼
婦
た
ち
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
赤
衛
軍
兵
士
に
よ
る
カ
ー
チ
カ

殺
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
家
か
ら
の
略
奪
…
…
そ
し
て
ブ
ロ
ー
ク
は
こ
れ
ら
を
「
受
け
入
れ
よ
う
」
と
言
い
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
い
っ
さ
い
に
挑
発
的
に
も
キ
リ
ス

ト
の
祝
福
を
あ
た
え
て
い
る
。
…
…
」﹇
同
上
一
六
三
〜
一
六
四
頁
﹈

三
、『
十
二
』
は
こ
れ
ら
「
時
代
に
染
ま
り
時
代
を
自
分
の
言
葉
に
翻
訳
し
よ
う
」
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。「
こ
の
叙
事
詩
が
ブ
ロ
ー
ク
の
最
高
の
成
果
で

あ
る
こ
と
に
、
議
論
の
余
地
が
な
い
」﹇
同
上
一
六
三
頁
﹈。「
も
ち
ろ
ん
ブ
ロ
ー
ク
は
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
で
は
な
い
。
だ
が
か
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
に
突
っ
こ

ん
で
き
た
。
突
っ
こ
ん
で
き
て
、
く
た
く
た
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
か
れ
の
衝
動
の
成
果
は
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
最
高
傑
作
で
あ
る
。
叙
事
詩
『
十
二
』

は
永
遠
に
の
こ
る
で
あ
ろ
う
」。﹇
同
上
一
七
〇
頁
﹈（
以
上
の
括
弧
内
の
語
は
恵
泉
﹇
王
凡
西
﹈
訳
中
国
語
版
『
文
学
と
革
命
』﹇
香
港
信
達
出
版
社
版
﹈
で
は
一

〇
七
〜
一
一
五
頁
）

　

魯
迅
は
「
中
山
先
生
逝
世
後
一
周
年
」
の
文
中
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
革
命
文
芸
観
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
上
述
の
内
容
を
帰
納
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
紹
介
は
な
か
な
か
い
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
三
点
の
意
味
を
概
括
し
て
は
い
な
い
。（
あ
る
い
は
「
後
記
」
の
中
で
か
な
り
引
用
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
か
ら
な
い
）
も
し
上
述
の
よ
う
な
簡
単
な
論
述
の
み
に
よ
る
の
な
ら
、
胡
風
が
心
中
に
残
っ
た
「
通
俗
社
会
学
」
の
残
滓
を
「
一

掃
」
す
る
の
を
助
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
こ
の
矛
盾
、
す
な
わ
ち
廚
川
は
ど
う
し
て
唯
心
論
か
ら
発
し
な
が
ら
、
唯
物
論
者
を
自
称
す
る
通
俗
社
会
学

者
た
ち
よ
り
も
よ
り
よ
く
文
芸
の
創
作
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
矛
盾
を
解
決
す
る
助
け
と
は
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。

　

胡
風
の
こ
の
矛
盾
の
解
決
は
、
例
の
「
付
録
」
を
読
み
、
さ
ら
に
上
述
の
三
つ
の
意
味
を
理
解
し
た
結
果
以
外
に
な
い
。
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「
付
録
」
の
作
者
は
ま
ず
こ
う
指
摘
す
る
。
ブ
ロ
ー
ク
と
い
う
こ
の
象
徴
主
義
詩
人
は
表
面
上
は
時
代
や
現
実
を
超
越
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
実
際
は
彼

は
「
古
い
ロ
シ
ア
の
貴
族
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
文
化
の
濃
厚
な
大
気
の
な
か
で
生
ま
れ
」「
十
月
革
命
前
の
文
学
に
属
し
て
い
た
」
に
過
ぎ
ず
、
さ
ら
に
は

そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
唯
物
弁
証
法
の
社
会
学
者
が
文
芸
批
評
に
従
事
す
る
際
の
基
本
的
立
場
で
あ
り
、
文
芸
を
理
解
し
鑑
賞
す
る
出
発
点
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、「
付
録
」
の
作
者
は
二
種
の
立
場
で
、
二
つ
の
方
向
か
ら
詩
人
と
そ
の
特
定
の
作
品
、
つ
ま
り
そ
の
詩
を
扱
う
。
ま
ず
は
革
命
家
の
立
場
で
革
命
の

方
向
か
ら
詩
人
が
奇
妙
な
や
り
方
で
革
命
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
詩
人
は
「
革
命
の
受
け
入
れ
を
極
限
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
、
革
命

に
極
め
て
粗
野
な―
そ
れ
も
粗
野
一
辺
倒
の―

表
現
を
あ
た
え
て
い
る
」
と
言
い
、
さ
ら
に
は
詩
人
が
愛
す
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
持
ち
出
し
て
革
命
に

「
祝
福
」
を
与
え
て
い
る
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
別
の
方
向
か
ら
「
付
録
」
の
作
者
は
、
文
芸
批
評
家
、
鑑
賞
家
の
立
場
で
こ
う
指
摘
す
る
。
革
命
が
詩
人
固
有

の
「
蚊
の
な
く
よ
う
な
個
人
主
義
の
か
よ
わ
い
口
調
を
、
革
命
は
う
な
り
叫
ぶ
破
壊
の
音
楽
で
も
っ
て
か
き
消
し
つ
つ
あ
っ
た
」
中
で
、
詩
人
に
『
十
二
』
を
書

か
せ
、「
ブ
ロ
ー
ク
の
最
高
の
成
果
で
あ
る
こ
と
に
、
議
論
の
余
地
が
な
い
」
詩
を
書
か
せ
、「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
最
高
傑
作
」
を
書
か
せ
、
こ
の
詩
は
「
永
遠

に
残
る
で
あ
ろ
う
」
と
。

　
「
通
俗
社
会
学
」
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
上
述
の
二
点
は
矛
盾
す
る
。
な
ぜ
革
命
の
観
点
か
ら
見
て
極
め
て
ひ
ど
い
詩
が
、
芸
術
的
観
点
か
ら
み
る
と
、「
不
朽

の
作
」
と
な
る
の
か
。
こ
の
矛
盾
は
胡
風
が
『
苦
悶
の
象
徴
』
を
読
ん
で
感
じ
た
と
こ
ろ
の
も
の
よ
り
さ
ら
に
根
本
的
か
つ
顕
著
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
文
学
と
革
命
』
の
作
者
は
こ
の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
解
決
（
或
い
は
説
明
）
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ブ
ロ
ー
ク
に
つ
い
て
の
専
論
た
る
「
付
録
」
の
中
で
、
作
者
は
こ
と
さ
ら
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
回
答
を
与
え
て
は
い
な
い
。
作
者
は
た
だ
簡
単
に
つ
い
で
な

が
ら
に
こ
う
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。「
詩
人
は
時
代
を
自
分
の
言
葉
に
翻
訳
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
。
こ
の
言
葉
は
思
う
に
、
我
々
が
正
確
に
理
解
で
き

れ
ば
、
そ
れ
で
も
う
簡
潔
か
つ
的
確
に
上
述
の
矛
盾
を
解
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
時
代
を
自
分
の
言
葉
で
翻
訳
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
は
何
を
言
っ
て
い

た
の
か
。
こ
の
言
葉
こ
そ
文
芸
の
全
体
的
創
造
過
程
で
あ
る
。
真
の
芸
術
家
は
外
界
の
影
響
を
う
け
、
そ
の
影
響
を
文
学
や
他
の
芸
術
形
式
に
よ
っ
て
表
現
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
ま
ず
こ
れ
ら
外
在
的
な
様
々
な
も
の
を
「
自
分
の
言
葉
に
翻
訳
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
「
翻
訳
」
過
程
は
絶
対
に
直
接
的
、
機
械
的
な

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
絶
対
に
人
の
命
令
に
よ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
絶
対
的
に
誠
実
、
自
発
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
些
か
な
り
と
も
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胡風遺著読後感

真
に
芸
術
的
価
値
を
持
つ
作
品
は
生
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

社
会
学―

我
々
が
言
う
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
学
で
あ
り
、
決
し
て
通
俗
社
会
学
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
官
僚
的
御
用
社
会
学
で
も
な
い
が―

は
あ

る
文
芸
作
品
の
時
代
背
景
を
指
摘
で
き
る
し
、
ま
た
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
作
品
が
生
ま
れ
た
客
観
的
条
件
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
そ
れ
は
決
し
て
作
品
の
創
作
過
程
を
規
定
し
た
り
、
創
作
方
法
を
指
導
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
「
付
録
」
の
作
者
は
『
文
学
と
革

命
』
の
他
の
と
こ
ろ
で
繰
り
返
し
こ
う
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
方
法
は
決
し
て
文
芸
創
作
と
文
芸
鑑
賞
の
方
法
で
は
な
い
、
と
。
た
と
え

ば
第
五
章
「
詩
の
形
式
派
と
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
中
で
以
下
の
よ
う
な
透
徹
し
た
見
解
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
芸
術
作
品
を
退
け
る
べ
き
か
受
け
入
れ
る
べ
き
か
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
原
則
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
け
っ
し
て
で
き
な
い
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
そ
の

と
お
り
で
あ
る
。
芸
術
的
創
造
の
産
物
は
、
ま
ず
第
一
に
、
そ
れ
自
身
の
法
則
、
つ
ま
り
芸
術
の
法
則
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
な

に
ゆ
え
ど
こ
か
ら
そ
の
時
代
の
そ
の
芸
術
流
派
が
起
こ
っ
た
の
か
、
つ
ま
り
だ
れ
が
な
ぜ
、
ほ
か
で
も
な
い
こ
の
よ
う
な
芸
術
的
形
式
を
要
求
し
た
の
か
を

説
明
で
き
る
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
だ
け
で
あ
る
」（
前
出
恵
泉
訳
﹇
中
国
語
版
﹈―

一
六
五
頁
）﹇
岩
波
文
庫
版
上―

二
四
五
頁
﹈

　

上
述
の
よ
う
な
理
由
で
、「
付
録
」
の
作
者
は
一
方
で
は
ブ
ロ
ー
ク
が
極
め
て
奇
怪
な
方
法
で
革
命
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
ま
た
一
方
で

は
そ
の
詩
が
大
き
な
成
果
だ
と
賞
賛
し
た
の
は
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

胡
風
が
当
時
、『
十
二
』
と
魯
迅
の
「
後
記
」
を
読
ん
で
心
中
の
「
通
俗
社
会
学
」
の
影
響
を
一
掃
し
た
の
に
は
、
も
ち
ろ
ん
胡
風
自
身
の
思
考
方
式
が
あ
り
、

彼
自
身
の
思
考
過
程
を
経
た
も
の
だ
っ
た
。
胡
風
の
思
考
方
式
と
そ
の
過
程
が
私
の
上
述
の
内
容
と
ど
れ
ほ
ど
似
て
い
る
か
、
言
う
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、

一
つ
確
言
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
胡
風
の
文
芸
思
想
、
特
に
文
芸
創
造
と
社
会
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
間
違
い
な
く
魯
迅
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
間
接
的

に
『
文
学
と
革
命
』
の
著
者
、
す
な
わ
ち
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

非
常
に
残
念
な
こ
と
に
私
は
今
に
至
る
ま
で
、
胡
風
の
例
の
意
見
書
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
。
胡
風
の
言
う
と
こ
ろ
の
有
名
な
「
五
つ
の
刀
」）

13
（

と
い
う
の
が
一

体
何
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
い
。「
言
葉
通
り
に
意
味
を
解
す
れ
ば
」、
胡
風
は
主
と
し
て
、
為
政
者
に
「
通
俗
社
会
学
」
の
立
場
で
文
学
家
や
そ
の
他
の
芸
術
家
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の
創
作
活
動
に
命
令
し
た
り
干
渉
し
た
り
し
な
い
よ
う
希
望
し
た
の
だ
ろ
う
と
私
は
思
う
。

　

芸
術
家
や
、
精
神
創
造
活
動
に
従
事
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
は
、
外
部
世
界
の
諸
要
素
を
自
身
の
内
心
の
言
葉
に
翻
訳
す
る
際
、
十
分
な
自
由
と
独
立
が
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
さ
ら
に
誠
意
と
自
由
意
思
が
必
要
で
、
そ
れ
ら
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
不
朽
の
芸
術
作
品
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
ど

ん
な
に
才
能
に
恵
ま
れ
よ
う
と
も
、
結
局
本
当
に
価
値
あ
る
作
品
は
ひ
と
つ
と
し
て
書
け
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
通
俗
社
会
学
家
」
が
大
権
を
握
る
に
至
り
、
彼
ら
の
文
芸
政
策
を
実
行
し
た
た
め
に
無
数
の
血
と
涙
の
悲
劇
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
す
で
に
数
十
年

来
、
ソ
連
と
中
国
の
真
実
の
歴
史
が
そ
う
し
た
無
数
の
例
を
提
供
し
て
い
る
の
で
、
私
が
こ
こ
で
贅
言
す
る
ま
で
も
な
い
。

　

だ
と
す
れ
ば
、
労
働
者
・
農
民
の
利
益
を
代
表
す
る
政
党
が
政
権
掌
握
後
、
文
芸
活
動
に
対
し
て
絶
対
的
放
任
政
策
を
採
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は

長
年
論
争
の
的
で
あ
っ
た
。
歴
史
は
我
々
に
す
で
に
多
く
の
正
反
両
面
の
証
拠
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
が
、
社
会
主
義
者
の
間
で
は
終
始
一
貫
相
変
わ
ら
ず
諸
説

紛
々
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
く
る
と
、
私
は
ど
う
し
て
も
『
文
学
と
革
命
』
の
一
段
を
引
用
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
は
「
ブ
ロ
ー
ク
論
」
の
章

で
は
な
く
第
五
章
﹇「
詩
の
形
式
派
と
マ
ル
ク
ス
主
義
」﹈
の
一
段
で
あ
る
。

　
「
芸
術
が
客
観
的
に
社
会
に
依
存
し
社
会
的
な
効
用
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
わ
れ
わ
れ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
解
釈
は
、
政
治
用
語
で
置
き
換
え
た

に
し
て
も
、
法
令
や
命
令
書
で
も
っ
て
芸
術
を
指
揮
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
新
し
い
も
の
と
か
革
命

的
な
も
の
は
労
働
者
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
芸
術
だ
け
で
あ
る
な
ど
と
い
う
の
は
ま
ち
が
い
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
詩
人
た
ち
に
工
場
の
煙
突
と
か
資
本
に

対
す
る
蜂
起
！
を
か
な
ら
ず
描
く
よ
う
要
求
し
て
い
る
な
ど
と
い
う
の
は
た
わ
ご
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
新
し
い
芸
術
は
本
質
か
ら
い
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
闘
い
に
ま
ず
注
目
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
新
し
い
芸
術
の
犂
は
番
号
を
う
っ
た
耕
地
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な

く
、
逆
で
あ
っ
て
、
そ
の
犂
は
畑
全
体
を
縦
横
に
耕
し
尽
く
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
を
扱
っ
た
個
人
的
な
抒
情
詩
に
し
て
も
、
新
し
い

芸
術
の
枠
内
に
確
固
た
る
存
在
権
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
新
し
い
人
間
は
新
し
い
抒
情
詩
な
し
に
は
形
成
さ
れ
な
い
。
…
…
」（
恵

泉
訳
﹇
中
国
語
版
﹈―

一
五
七
〜
一
五
八
頁
、
岩
波
文
庫
版
上―

二
三
四
〜
二
三
五
頁
）
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こ
れ
は
著
者
が
一
九
二
三
年
に
発
表
し
た
意
見
で
あ
り
、
ソ
連
共
産
党
人
が
も
っ
と
も
早
く
発
表
し
た
革
命
政
府
と
文
芸
活
動
に
つ
い
て
の
権
威
あ
る
立
場
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
立
場
は
ソ
連
と
ソ
連
共
産
党
の
他
の
面
で
の
変
化
に
つ
れ
て
変
化
し
て
い
き
、
つ
い
に
は
こ
れ
と
は
正
反
対
の
と
こ
ろ

ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
に
「
不
正
確
」
で
「
で
た
ら
め
」
な
も
の
と
指
摘
さ
れ
た
様
々
な
事
柄
が
一
々
実
行
に
付
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
一
層
改
悪

さ
れ
て
、
す
べ
て
の
文
芸
創
作
を
「
偉
大
な
領
袖
」
を
賛
美
す
る
詩
の
み
に
限
定
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
政
府
が
法
律
と
命
令
で
芸
術
を
統
制
す
る
こ
と
に

一
貫
し
て
反
対
し
、
新
芸
術
は
必
ず
や
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
す
べ
て
の
土
地
を
耕
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
人
々
は
、
一
人
の
例
外
な
く
、
胡
風
の
受
け
た
よ
う
な
、

或
い
は
も
っ
と
悲
惨
な
目
に
遭
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）

　

年
を
と
り
、
力
つ
き
て
、
構
想
を
練
っ
た
り
、
も
の
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
上
述
の
ひ
ど
く
無
様
な
文
章
も
な
ん
と
一
月
あ

ま
り
断
続
的
に
書
き
継
い
だ
も
の
な
の
で
あ
る
。
書
き
終
え
て
、
読
み
返
し
た
が
非
常
に
不
満
で
屑
籠
に
捨
て
よ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
老
友
の
一
丁
兄
が
そ

れ
を
知
り
手
紙
を
よ
こ
し
て
強
く
押
し
と
ど
め
、
少
な
く
と
も
自
分
に
原
稿
を
郵
送
し
て
見
せ
、
本
当
に
だ
め
な
ら
そ
こ
で
処
分
し
て
も
遅
く
は
な
か
ろ
う
云
々

と
言
っ
て
き
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
熱
心
な
友
人
が
わ
ざ
わ
ざ
魯
迅
の
『
十
二
』
の
「
後
記
」
を
コ
ピ
ー
し
て
送
っ
て
く
れ
た
。
読
後
、
も
う
少
し
言
い
た
い

こ
と
が
あ
る
、
と
感
じ
た
の
で
屑
原
稿
の
廃
棄
を
や
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
に
尻
尾
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　

魯
迅
の
「
後
記
」
の
原
文
が
手
に
入
っ
た
の
で
、
本
来
な
ら
拙
稿
中
の
こ
れ
と
関
連
す
る
段
落
に
つ
い
て
書
き
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
書

き
換
え
は
大
変
な
労
力
を
要
す
る
の
で
、
省
力
の
た
め
に
こ
の
「
尻
尾
」
で
も
っ
て
、
些
か
説
明
を
加
え
る
こ
と
で
良
し
と
し
た
い
。

　

私
は
前
で
こ
う
記
し
た
。
手
元
に
魯
迅
の
「
後
記
」
が
な
く
、
魯
迅
の
ど
の
言
葉
が
胡
風
の
心
中
の
問
題
を
解
決
す
る
助
け
に
な
っ
た
の
か
指
摘
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
私
は
大
体
の
と
こ
ろ
は
記
憶
し
て
い
る
の
で
、
魯
迅
の
「
後
記
」
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
「
付
録
」
に
淵
源
す
る
と
深
く
信
じ
て
い
る
、
と
。
今
、

魯
迅
の
「
後
記
」
原
文
を
読
ん
で
私
の
記
憶
と
推
測
に
誤
り
が
な
か
っ
た
こ
と
を
自
ら
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。
私
は
魯
迅
の
原
文
を
持
論
の
証
拠
と
し
て
も
差
し
支

え
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。「
後
記
」
中
で
表
明
さ
れ
た
見
解
は
間
違
い
な
く
『
文
学
と
革
命
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
魯
迅
は
こ
こ
で
ま
っ
た
く
散
文
詩
的
筆
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致
で
『
十
二
』
の
作
者
と
そ
の
詩
を
紹
介
し
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
魯
迅
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ー
ク
」
の
章
で
述
べ
て
い
る
様
々

な
こ
と
を
魯
迅
自
身
の
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
。
魯
迅
が
ど
の
よ
う
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
言
葉
を
言
い
換
え
て
い
る
か
見
て
ほ
し
い
。

　
「
血
と
火
を
招
き
呼
ぶ
に
も
、
酒
と
女
を
詠
嘆
す
る
に
も
、
お
ぐ
ら
い
森
や
秋
の
月
を
賞
で
る
に
も
、
真
に
傾
倒
す
る
心
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
み
な
空
洞
だ
。
人
は
多
く
は
「
生
命
の
川
」
の
一
滴
で
あ
る
。
過
去
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
に
向
か
い
、
も
し
本
当
に
優
れ
て
い
て
並
は
ず
れ
て
い

る
の
で
な
け
れ
ば
、
前
進
と
回
顧
を
あ
わ
せ
も
つ
の
は
、
や
む
を
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
詩
『
十
二
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
心
が
見
ら
れ
る
。
彼
は
前
進
す

る
、
だ
か
ら
革
命
に
突
進
し
た
。
し
か
し
、
回
顧
も
す
る
、
そ
こ
で
傷
つ
い
た
。」

　
「
篇
末
に
出
現
す
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
二
通
り
の
解
釈
が
で
き
る
よ
う
だ
。
一
つ
は
、
キ
リ
ス
ト
も
賛
成
す
る
と
い
う
解
釈
で
あ
り
、
一
つ
は
や

は
り
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
結
局
の
と
こ
ろ
後
者
の
解
釈
に
近
い
と
思
う
。
だ
か
ら
、
十
月
革
命
に
お

け
る
こ
の
大
作
『
十
二
』
も
、
ま
だ
革
命
の
詩
で
は
な
い
。」

　
「
し
か
し
、
空
洞
の
詩
で
も
な
い
。」

　
「『
十
二
』
は
、
か
く
し
て
十
月
革
命
の
重
要
な
作
品
と
な
っ
た
し
、
永
遠
に
人
々
の
口
に
上
る
作
品
と
な
る
で
あ
ろ
う
。」）
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魯
迅
は
自
分
の
言
葉
で
『
十
二
』
に
注
釈
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
詩
人
の
詩
人
に
対
す
る
共
鳴
で
あ
る
。
ま
た
文
芸
創
作
過
程
に
つ
い
て
の
理
解
に
お
い

て
も
、
魯
迅
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
以
下
の
よ
う
な
論
点
に
完
全
に
同
意
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
詩
人
は
内
容
の
あ
る
、「
空
っ
ぽ
」
で
な
い
も
の
を
書
こ
う
と
し
た

ら
、「
真
な
る
憧
憬
の
念
が
必
要
で
あ
る
」、
す
な
わ
ち
ま
ず
「
時
代
を
詩
人
自
身
の
言
葉
に
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

人
は
し
ば
し
ば
詩
人
（
と
一
般
の
文
芸
家
）
を
「
鏡
」
に
な
ぞ
ら
え
、
彼
ら
が
あ
る
が
ま
ま
に
客
観
を
反
映
す
る
こ
と
を
賞
賛
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
た

と
え
は
一
面
的
で
あ
り
、
不
正
確
で
も
あ
る
。
も
し
、
文
芸
家
の
能
力
は
た
だ
客
観
（
社
会
と
自
然
界
）
を
あ
る
が
ま
ま
そ
っ
く
り
に
反
映
す
る
こ
と
だ
け
だ
と

す
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
通
俗
社
会
学
」
の
観
点
で
あ
り
、
間
違
っ
て
い
る
。
な
ぜ
間
違
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
し
た
考
え
方
は
、
す
べ
て
の
芸
術
創
造
の

中
で
、
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
あ
の
芸
術
家
た
ち
の
「
真
な
る
憧
憬
の
念
」
を
無
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
い
か
な
る
芸
術
創
造
で
あ
れ
、
そ
の
も
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っ
と
も
重
要
な
鍵
と
な
る
の
は
「
時
代
を
詩
人
自
身
の
言
葉
で
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
無
視
す
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　

私
は
胡
風
が
ま
さ
し
く
魯
迅
の
「
後
記
」
の
中
の
こ
う
し
た
言
葉
の
影
響
を
受
け
て
自
身
の
「
通
俗
社
会
学
」
の
残
存
概
念
を
一
掃
し
た
の
だ
と
断
定
的
に
言

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
私
は
魯
迅
が
強
調
し
て
指
摘
し
た
言
葉
、
つ
ま
り
空
っ
ぽ
で
な
い
作
品
を
書
こ
う
と
す
る
な
ら
、
作
者
は
真
な
る
憧
憬
の
念
を
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
言
葉
が
必
ず
や
決
定
的
作
用
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

胡
風
の
文
芸
思
想
が
初
期
か
ら
魯
迅
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
言
っ
て
も
誰
も
異
議
を
唱
え
る
も
の
は
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
、
根
拠
と
な

る
文
章
や
手
紙
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
魯
迅
が
二
十
年
代
中
期
に
受
け
入
れ
た
文
芸
思
想
が
、
主
要
に
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

胡
風
も
間
接
的
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
な
ら
、
お
そ
ら
く
幾
人
か
の
人
か
ら
抗
議
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
私
は
ま
た
前
で
こ
う
言
っ
た
。

胡
風
が
当
時
受
け
た
影
響
は
後
の
文
芸
や
革
命
と
文
学
に
関
す
る
立
場
、
さ
ら
に
は
革
命
政
府
の
文
芸
政
策
に
関
す
る
立
場
な
ど
を
決
定
づ
け
さ
え
し
た
、
と
。

だ
と
し
た
ら
、
さ
ら
に
胡
風
の
友
人
た
ち
に
悲
憤
を
起
こ
さ
せ
、
同
時
に
か
れ
の
仇
敵
た
ち
に
ひ
そ
か
に
快
哉
を
叫
ば
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

私
が
こ
の
よ
う
に
胡
風
の
初
期
文
芸
思
想
の
発
展
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
、
あ
る
人
た
ち
か
ら
見
れ
ば
「
悪
人
を
助
け
て
悪
事
を
な
し
」、「
井
戸
に
落
ち
た
人

に
石
を
投
げ
つ
け
て
い
る
」
よ
う
に
見
え
、
人
々
が
胡
風
に
被
せ
よ
う
と
し
た
罪
名
つ
ま
り
「
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
容
疑
」
を
証
拠
立
て
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

だ
ろ
う
。

　

胡
風
本
人
は
多
分
こ
の
点
非
常
に
警
戒
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
、『
十
二
』
と
魯
迅
の
「
後
記
」
が
か
れ
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
言
及
す
る
際
、
魯
迅
が
そ
れ

を
わ
ざ
わ
ざ
翻
訳
し
て
長
詩
『
十
二
』
の
「
付
録
」
と
し
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ー
ク
」
に
は
故
意
に
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
私
た
ち
は
こ
の
事
実
を
見
た
か
ら
に
は
そ
の
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
胡
風
個
人
の
研
究
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
ら
ば

か
り
で
な
く
、
胡
風
が
代
表
す
る
文
芸
理
論
の
研
究
の
た
め
、
ま
た
中
共
の
反
胡
風
運
動
の
中
か
ら
教
訓
を
く
み
取
る
た
め
に
も
よ
り
一
層
必
要
な
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
詳
細
か
つ
正
確
に
胡
風
の
文
芸
思
想
全
体
を
認
識
し
て
初
め
て
、
そ
こ
か
ら
何
を
継
承
す
べ
き
で
何
を
批
判
す
べ
き
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
の
革
命
的
文
芸
思
潮
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
と
り
わ
け
革
命
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
政
府
が
文
芸
に
対
し
て

正
し
い
方
向
と
政
策
を
採
り
、
胡
風
批
判
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

私
の
個
人
的
立
場
か
ら
す
る
に
、
胡
風
が
初
期
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
文
芸
思
想
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
こ
の
独
立
自
尊
の
文
芸
畑
の
園
丁
に
従
来
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に
も
ま
し
て
敬
意
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
胡
風
に
は
「
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
容
疑
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
断
固
た
る
回
答
は
、
ま
っ
た
く
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

胡
風
は
基
本
的
に
革
命
的
文
芸
工
作
者
で
あ
っ
て
、
革
命
的
政
治
活
動
家
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
文
芸
方
面
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
何
ら
か
の
見
解
は
、
政
治

問
題
に
対
す
る
認
識
に
ま
で
敷
衍
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
し
、
そ
う
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

胡
風
の
夫
人
梅
志
が
書
い
た
『
往
事
煙
の
ご
と
し
』）

15
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の
中
で
、
以
下
の
よ
う
な
胡
風
の
独
白
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
李
大
釗
烈
士
が
犠
牲
と
な
っ
た
絞
首
台
の
傍
ら
で
、
私
は
感
情
の
高
ま
り
を
覚
え
た
。
私
は
当
時
、
理
想
を
追
い
求
め
る
一
青
年
と
し
て
革
命
に
対
す

る
初
歩
的
だ
が
純
粋
な
あ
こ
が
れ
を
感
じ
た
。
し
か
し
、
人
民
の
た
め
に
身
を
捧
げ
る
本
当
の
覚
悟
は
な
か
っ
た
の
で
、
革
命
の
集
団
的
教
育
を
受
け
る
機

会
を
曖
昧
な
ま
ま
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
に
大
革
命
期
﹇
一
九
二
五
〜
一
九
二
七
年
の
国
民
革
命
期
を
指
す
﹈
の
炎
の
よ
う
な
闘
争
に
参
加
し
は
し
た
も

の
、
個
人
的
な
興
味
も
あ
り
、
武
器
を
取
っ
て
私
の
導
き
手
に
し
た
が
っ
て
革
命
の
坩
堝
の
中
に
身
を
投
ず
る
こ
と
は
せ
ず
、
先
輩
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

聞
き
入
れ
て
、
よ
り
楽
な
方
の
革
命
の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。」（『
往
事
如
煙
』﹇
原
著
﹈
一
一
一
頁
参
照
。
こ
れ
は
一
九
九
三
年
﹇
こ
れ
は
明
ら
か
な

誤
記
・
誤
植
で
正
し
く
は
一
九
六
六
年
一
月
の
こ
と
﹈
胡
風
が
監
禁
か
ら
「
獄
外
執
行
」
に
待
遇
が
変
わ
り
、
北
京
に
参
観
に
つ
れ
て
い
か
れ
た
後
で
書
い

た
感
想
の
一
で
あ
る
。）

　

こ
れ
は
非
常
に
誠
実
で
真
率
な
自
己
解
剖
で
あ
る
。
冤
罪
を
受
け
た
こ
と
に
起
因
す
る
極
め
て
当
然
の
多
少
の
恨
み
ご
と
を
の
ぞ
い
て
、
す
べ
て
の
言
葉
は
肺

腑
を
え
ぐ
る
言
葉
で
あ
る
。
私
が
こ
こ
で
彼
の
た
め
に
少
し
ば
か
り
補
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
各
人
の
天
賦
の

才
能
、
関
心
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
と
く
に
知
識
分
子
は
そ
の
専
門
性
と
得
意
分
野
で
革
命
事
業
に
献
身
す
る
の
で
あ
っ
て
「
楽
」
と
か
「
楽
で
な
い
」
と
か
の

別
は
な
い
の
で
あ
る
。
筆
で
こ
の
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
、
銃
で
反
抗
す
る
こ
と
と
価
値
的
に
高
低
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

私
は
胡
風
が
革
命
に
参
加
し
た
経
過
を
知
ら
な
い
し
、
胡
風
の
政
治
的
見
解
を
述
べ
た
い
か
な
る
文
章
も
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
た
だ
胡
風
の
こ
の
二
編
の
遺

作
か
ら
見
る
に
（
当
然
不
十
分
で
は
あ
る
が
）、
彼
の
一
般
的
な
革
命
政
治
及
び
特
異
な
ソ
連
と
中
共
内
部
の
闘
争
と
そ
の
変
化
に
対
す
る
関
心
と
興
味
は
、
中
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国
文
壇
の
出
来
事
、
変
化
に
対
す
る
関
心
と
興
味
に
遠
く
及
ば
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
瞿
秋
白
は
魯
迅
の
三
十
年
代
の
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
。

魯
迅
は
当
時
『
史
記
』
の
中
の
二
句
「
人
生
一
知
己
を
得
れ
ば
足
れ
り
、
斯
の
世
当
に
同
懐
を
以
て
視
る
べ
し
」﹇
こ
の
句
の
出
典
は
正
し
く
は
清
の
何
瓦
琴
の

句
﹈）
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を
と
り
、
瞿
秋
白
に
送
っ
た
。
理
屈
か
ら
言
え
ば
、
魯
迅
の
近
し
い
弟
子
の
一
人
た
る
胡
風
に
、
革
命
政
治
に
つ
い
て
そ
れ
な
り
の
関
心
が
あ
っ
た
な
ら
瞿

秋
白
の
お
か
れ
た
状
況
を
苦
も
な
く
詳
細
に
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
の
だ
が
、
文
中
で
胡
風
は
「
私
は
瞿
秋
白
同
志
の
お
か
れ
た
政
治
状
況
を
知
ら
な
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
の
言
葉
は
、
胡
風
の
建
前
と
は
受
け
取
れ
ず
、
字
義
通
り
の
宣
言
な
の
で
あ
る
。「
魯
迅
先
生
」
の
一
文
は
一
九
八
四
年
に
書
か
れ
、
こ
の
と
き
瞿
秋
白
は

す
で
に
党
内
で
名
誉
回
復
し
て
お
り
冤
罪
は
晴
ら
さ
れ
て
い
た
。
も
し
胡
風
が
瞿
秋
白
に
対
す
る
見
方
を
（
か
り
に
瞿
秋
白
に
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
な
ら
の
話

だ
が
）
正
直
に
語
っ
た
と
し
て
も
、「
罪
状
を
加
え
る
」
こ
と
に
は
も
う
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

革
命
的
文
芸
工
作
者
は
、
災
禍
だ
ら
け
の
二
十
年
代
、
三
十
年
代
の
中
国
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
た
と
え
政
治
に
関
心
が
そ
れ
ほ
ど
な
く
と
も
実
際
ど

う
し
た
っ
て
政
治
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
政
治
に
巻
き
込
ま
れ
た
文
芸
家
の
う
ち
、
あ
る
者
は
多
分
に
理
知
か
ら
発
し
て
政
治
を
は
っ
き
り
知

ろ
う
と
し
、
ま
た
あ
る
者
は
多
分
に
感
情
か
ら
闘
争
に
参
加
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
胡
風
の
例
に
つ
い
て
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
は
後
者
に
属
す
る
と
私
は
思
う

（
私
は
思
う
と
し
か
言
え
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
の
見
方
を
支
え
る
文
献
と
事
実
と
が
あ
ま
り
に
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）。

　

抑
圧
者
た
る
帝
国
主
義
と
被
抑
圧
者
た
る
中
国
人
民
と
の
間
で
、
ま
た
「
先
に
内
を
安
ん
じ
、
し
か
る
後
に
外
を
打
つ
」
と
い
う
国
民
党
と
、
中
国
人
民
の
頭

上
に
の
し
か
か
る
「
三
つ
の
大
山）
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」
を
何
と
か
ど
か
そ
う
と
す
る
中
共
と
の
間
で
、
さ
ら
に
は
中
国
資
本
・
帝
国
主
義
国
家
と
十
月
革
命
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ソ

連
と
の
間
で
は
、
胡
風
は
他
の
す
べ
て
の
先
進
的
文
芸
活
動
家
と
同
様
に
終
始
一
貫
何
の
躊
躇
も
な
く
後
者
を
擁
護
し
、
前
者
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
政
治
・
経
済
、
歴
史
的
推
移
と
い
う
観
点
か
ら
こ
う
し
た
関
係
を
絶
え
ず
検
討
し
、
擁
護
の
様
々
な
方
式
を
決
定
す
る
と
い
う
の
は
、
私
の
知
る
限
り
、
易

し
い
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
そ
う
し
た
例
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
ソ
連
に
対
す
る
態
度
と
い
う
問
題
で
は
、
当
時
（
主
要
に
は
一
九
三
〇
年
代
初

期
）
ス
タ
ー
リ
ン
の
統
治
下
で
ソ
連
の
経
済
建
設
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
初
め
と
す
る
資
本
主
義
国
家
は
空
前
の
経
済
危
機
に
陥
っ
て
い

た
た
め
、
相
対
す
る
陣
営
の
間
で
、
資
本
主
義
世
界
の
優
れ
た
文
人
、
学
者
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
「
ソ
連
の
友
人
」、
ス
タ
ー
リ
ン
の
熱
烈
な
崇
拝
者
と
な
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
人
々
の
間
で
は
、
ジ
ッ
ド
や
デ
ュ
ー
イ
を
例
外
と
し
て
、
み
な
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
に
発
生
し
た
ソ
連
共
産
党
内
の
思
想
・
組
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織
上
の
根
本
的
変
化
や
十
月
革
命
の
指
導
者
や
早
く
か
ら
の
ソ
連
の
指
導
者
が
み
な
あ
り
も
し
な
い
罪
で
殺
さ
れ
て
い
く
こ
と
な
ど
の
事
実
に
対
し
て
は
、
故
意

に
無
視
さ
れ
る
か
、
容
認
さ
れ
た
り
、
賞
賛
さ
れ
た
り
さ
え
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

　

中
国
で
は
魯
迅
の
よ
う
な
賢
者
で
す
ら
こ
う
し
た
大
き
な
流
れ
、
つ
ま
り
「
ス
タ
ー
リ
ン
先
生
」
の
成
果
を
賞
賛
し
、
魯
迅
自
身
が
一
貫
し
て
文
芸
創
作
と
文

芸
政
策
の
点
で
完
全
に
賛
成
し
て
き
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
を
極
力
貶
め
た
り
、
疎
ん
じ
た
り
す
る
と
い
う
流
れ
に
相
当
程
度
つ
き
し
た
が
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

胡
風
は
文
芸
思
想
上
、
間
接
的
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
後
も
文
芸
創
作
に
関
す
る
理
論
に
つ

い
て
は
相
変
わ
ら
ず
多
少
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
影
響
を
保
持
し
続
け
た
の
に
、
政
治
上
は
完
全
に
ス
タ
ー
リ
ン
擁
護
、
反
ト
ロ
ツ
キ
ー
で
あ
っ
た
が
、
上
述
の
状
況
を

考
え
れ
ば
こ
れ
は
極
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
私
の
よ
う
な
自
覚
的
な
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
胡
風
が
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
反
対
し
た
こ
と
、
文
芸
思
想
上
の
「
反
通
俗
社
会
学
」
か

ら
政
治
上
の
通
俗
（
こ
こ
で
は
官
僚
と
読
み
か
え
て
も
い
い
）
社
会
学
反
対
に
ま
で
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
」
に
転
ず
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い

け
な
か
っ
た
こ
と
こ
そ
、
ま
さ
し
く
胡
風
の
精
神
的
苦
痛
の
最
大
の
根
源
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

苦
難
を
受
け
て
後
、
胡
風
は
有
名
な
感
嘆
の
言
葉
を
発
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
心
安
ら
か
に
し
て
理
を
得
ず
」
と
。

　

し
か
し
、
も
し
胡
風
が
真
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
な
っ
て
い
た
な
ら
、
そ
の
身
が
受
け
る
苦
難
は
よ
り
一
層
大
き
く
悲
惨
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
彼
は
心
安
ら
か
に
し
て
理
を
得
た）
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で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
「
仁
を
求
め
て
仁
を
得
」
れ
ば
﹇『
論
語
』「
述
而
篇
」
の
句
﹈、
恨
む
べ
き
と
こ
ろ
は
何
も
な
い

か
ら
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
十
一
月
二
十
一
日
完

　

草
稿
が
で
き
あ
が
っ
て
友
人
の
一
人
に
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
一
カ
所
私
が
胡
風
の
文
意
を
誤
解
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
う
。
胡
風
は
「
私
は
廚
川

の
出
発
点
が
唯
心
論
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
は
い
た
が
、
こ
の
と
き
魯
迅
の
「
後
記
」
は
そ
う
し
た
私
の
認
識
を
一
層
確
信
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
言

っ
て
い
る
。
友
人
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
の
は
魯
迅
の
「
後
記
」
が
廚
川
の
唯
心
論
の
出
発
点
を
よ
り
は
っ
き
り
胡
風
に
認
識
さ
れ
る
助
け
と
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な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
通
俗
社
会
学
と
は
何
も
関
係
な
い
、
し
た
が
っ
て
私
が
文
中
で
胡
風
に
代
わ
っ
て
補
っ
た
よ
う
な
意
味
は
な

い
、
と
。
つ
ま
り
胡
風
は
廚
川
が
唯
心
論
か
ら
出
発
し
な
が
ら
か
え
っ
て
よ
り
よ
く
創
作
過
程
を
分
析
し
た
こ
と
を
見
て
、
心
中
の
「
通
俗
社
会
学
」
の
残
滓
を

さ
ら
に
一
掃
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
、
と
い
う
の
だ
。
私
は
友
人
の
指
摘
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
理
由
は
四
点
。
一
、
廚
川
の

唯
心
論
は
ま
っ
た
く
明
白
で
、
胡
風
は
と
っ
く
に
知
っ
て
お
り
、
魯
迅
の
「
後
記
」
を
待
つ
ま
で
も
な
か
っ
た
。
二
、「
後
記
」
に
は
『
苦
悶
の
象
徴
』
に
触
れ

る
点
が
ま
っ
た
く
な
い
。
三
、
も
し
胡
風
の
本
意
が
「
後
記
」
や
『
十
二
』
が
、
廚
川
の
唯
心
論
的
立
場
に
つ
い
て
の
胡
風
の
認
識
を
強
化
し
た
と
い
う
な
ら
、

な
ぜ
そ
の
こ
と
を
持
ち
出
し
て
、「
後
記
」
を
読
ん
で
通
俗
社
会
学
を
一
掃
と
し
た
と
い
う
こ
と
と
一
緒
に
並
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
、
こ
の
二
つ
の
事
柄
を

極
め
て
短
い
数
行
の
文
中
に
並
べ
た
意
図
は
明
ら
か
に
、「
通
俗
社
会
学
」
と
「
唯
心
論
的
出
発
点
」
と
の
間
の
関
係
を
指
摘
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
胡
風

は
こ
こ
で
自
分
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
十
分
説
明
し
て
は
い
な
い
が
、
私
が
前
述
し
た
と
お
り
、
読
者
が
子
細
に
読
め
ば
、
そ
の
真
意
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

﹇
一
九
九
三
年
﹈ 

十
一
月
二
十
三
日
記

（
注
）

（
1 
）
楼
国
華
（
楼
子
春
）
著
「
長
達
半
世
紀
的
一
件
歴
史
公
案
」（
一
九
九
三
年
七
月
三
〇
日
付
。
香
港
『
十
月
評
論
』
第
一
六
九
期
、
一
九
九
四
年
三
月
掲
載
）
及
び
、
鄭
超
麟

著
「
読
胡
風
『
魯
迅
先
生
』
長
文
有
感
」（
一
九
九
三
年
八
月
二
三
日
付
。『
魯
迅
研
究
月
刊
』
同
年
第
一
〇
期
掲
載
）。
後
者
の
拙
訳
は
『
ト
ロ
ツ
キ
ー
研
究
』N

o.13

（
一
九
九

四
年
、
一
二
月
）
に
掲
載
。

（
2 
）『
双
山
回
憶
録
』
香
港
周
紀
行
出
版
社
、
一
九
七
七
年
、
二
〇
五
〜
二
〇
六
頁
。
同
書
増
補
版
、
香
港
士
林
図
書
服
務
社
、
一
九
九
四
年
、
二
三
八
頁
。
邦
訳
矢
吹
晋
訳
『
中

国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
回
想
録
』
柘
植
書
房
、
一
九
七
九
年
、
一
七
六
頁
。
こ
こ
で
は
拙
訳
に
よ
る
。

（
3 
）
原
題
は
「
我
対
于
魯
迅
之
認
識
」。
原
載
は
『
宇
宙
風
』
散
文
十
日
刊
第
五
二
期
、
一
九
三
七
年
一
一
月
二
一
日
付
。
こ
こ
で
は
、『
陳
独
秀
著
作
選
』
第
三
巻
、
上
海
人
民
出

版
社
、
一
九
九
三
年
、
所
収
の
テ
ク
ス
ト
と
校
合
し
た
。

（
4 
）
魯
迅
は
「
私
は
い
か
に
し
て
小
説
を
書
き
始
め
た
の
か
」（
一
九
三
三
年
三
月
五
日
付
の
作
。『
南
腔
北
調
集
』
所
収
）
で
、
わ
ざ
わ
ざ
陳
独
秀
の
名
を
挙
げ
、
小
説
を
書
く
よ

う
激
励
し
て
く
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
5 
）
胡
風
著
「
魯
迅
先
生
」
中
の
一
節
、『
新
文
学
史
料
』
一
九
九
三
年
第
一
期
、
八
頁
。
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（
6 
）
胡
風
が
一
九
五
四
年
に
中
共
中
央
に
提
出
し
た
意
見
書
、「
関
于
解
放
以
来
的
文
芸
実
践
情
況
的
報
告
」
の
こ
と
。
周
揚
ら
に
よ
る
、
お
り
か
ら
の
胡
風
批
判
に
対
す
る
反
批

判
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
。「
給
党
中
央
的
信
」「
幾
年
来
的
経
過
簡
況
」「
関
于
幾
個
理
論
性
問
題
的
説
明
材
料
」「
事
実
挙
例
和
関
于
党
性
」「
作
為
参
考
的
建
議
」
の
五
部
か

ら
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
毛
沢
東
は
自
ら
胡
風
を
反
革
命
と
規
定
し
、
胡
風
批
判
の
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
長
文
は
現
在
で
は
『
胡
風
全
集
』（
湖
北
人
民

出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
第
六
巻
に
収
録
。
ま
た
、
胡
風
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
全
集
か
ら
こ
の
部
分
を
取
り
出
す
形
で
『
胡
風
三
十
万
言
書
』（
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

三
年
）
が
単
行
本
化
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
関
于
幾
個
理
論
性
問
題
的
説
明
材
料
」
と
「
作
為
参
考
的
建
議
」
は
『
現
代
中
国
文
学
』
第
一
二
巻
「
評
論
・
散
文
」
巻
（
河
出

書
房
新
社
、
一
九
七
一
年
）
に
邦
訳
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
杉
本
達
夫
・
牧
田
英
二
訳
。

（
7 
）
中
国
語
訳
は
胡
斅
訳
『
十
二
個
』（
未
名
社
、
一
九
二
六
年
）。
魯
迅
は
本
書
の
た
め
に
「
後
記
」
を
執
筆
す
る
と
と
も
に
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
『
文
学
と
革
命
』（
日
本
語
版
茂

森
唯
士
訳
、
改
造
社
、
一
九
二
五
年
刊
）
か
ら
第
三
章
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ッマ
マ

ク
」
を
訳
し
、
付
録
と
し
て
収
録
し
た
。
上
海
図
書
館
蔵
の
本
書
巻
末
の
未
名
叢
刊
広
告

に
は
次
の
よ
う
な
紹
介
が
あ
る
「
露
国
ブ
ロ
ー
ク
作
の
長
詩
、
胡
斅
訳
。
作
者
は
も
と
も
と
有
名
な
都
会
詩
人
で
、
こ
の
一
篇
は
革
命
時
代
の
変
化
と
動
揺
を
描
き
、
畢
生
の
傑

作
と
し
て
殊
に
名
高
い
。
原
文
か
ら
訳
し
、
幾
度
も
の
校
訂
を
経
て
お
り
、
重
訳
さ
れ
た
も
の
と
は
か
な
り
異
な
る
。（
後
略
）」（
拙
稿
「
魯
迅
『
革
命
人
』
の
成
立
」「
猫
頭
鷹
」

第
六
号
、
一
九
八
七
年
か
ら
採
録
） 
と
あ
る
。

　

 　

な
お
、
王
凡
西
の
本
稿
（
一
九
九
四
年
発
表
）
は
拙
稿
「
魯
迅
『
革
命
人
』
の
成
立
」（
一
九
八
七
年
発
表
）
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
点
が
多
々
あ
る
が
、
当
時
氏
と
筆
者

と
は
通
信
が
な
く
、
こ
れ
は
互
い
に
独
立
し
た
思
考
の
結
果
で
あ
る
。
論
理
的
に
そ
し
て
虚
心
に
魯
迅
の
テ
ク
ス
ト
を
読
ん
だ
結
果
と
言
え
る
。

（
8 
）
魯
迅
が
子
細
に
校
合
し
た
こ
と
は
そ
の
通
り
で
、『
魯
迅
全
集
』
第
七
巻
『
集
外
集
拾
遺
』
所
収
の
「『
十
二
』
後
記
」
に
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
明
治
・
大

正
・
昭
和
翻
訳
文
学
目
録
』（
風
間
書
房
、
一
九
五
九
年
初
版
）
に
よ
れ
ば
、
中
国
語
版
『
十
二
個
』
出
版
の
一
九
二
六
年
八
月
（
大
正
十
五
年
八
月
）
ま
で
に
、
出
版
さ
れ
て

い
た
ブ
ロ
ー
ク
の
日
本
語
翻
訳
作
品
は
以
下
の
三
点
。
黒
田
辰
男
訳
『
愛
と
詩
の
国
家
奉
仕
に
つ
い
て
』
新
潮
社
、
大
正
十
五
年
。
古
川
清
訳
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ー
ク

詩
集
』
曙
覧
研
究
会
、
大
正
十
五
年
。
黒
田
辰
男
訳
『
運
命
の
歌
』
新
潮
社
、
大
正
十
五
年
。
こ
れ
ら
現
物
を
見
な
い
と
断
言
は
で
き
な
い
が
、
中
国
語
版
翻
訳
以
前
に
日
本
語

版
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
9 
）
実
際
に
は
こ
の
付
録
は
詩
の
「
後
」
で
は
な
く
、
巻
頭
に
置
か
れ
た
。
前
掲
魯
迅
著
「『
十
二
』
後
記
」
参
照
。
な
お
、
こ
の
魯
迅
の
訳
文
は
原
著
者
が
ト
ロ
ツ
キ
ー
だ
っ
た

た
め
ど
の
版
の
『
魯
迅
全
集
』
に
も
、
ま
た
『
魯
迅
訳
文
集
』
に
も
、
さ
ら
に
は
近
年
の
劉
雲
峰
編
『
魯
迅
佚
文
全
集
』
上
下
（
群
言
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
も
未
収
録
で
、

こ
れ
を
見
る
に
は
初
出
の
こ
の
中
国
語
版
『
十
二
個
』
に
当
た
る
ほ
か
な
い
。
ち
な
み
に
唐
弢
著
「『
魯
迅
全
集
補
遺
続
編
』
編
校
後
記
」（
一
九
五
二
年
上
海
出
版
公
司
刊
同
書

所
収
）
に
魯
迅
の
テ
ク
ス
ト
で
「
見
つ
か
っ
て
は
い
る
が
未
収
録
の
も
の
に
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ー
ク
』
の
訳
文
一
篇
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
反
革
命
者
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
原

著
な
る
が
ゆ
え
で
あ
る
」
と
あ
る
。
前
掲
注
7
の
拙
稿
注
9
参
照
。

（
10 
）
学
研
日
本
語
版
『
魯
迅
全
集
』
第
九
巻
は
こ
の
部
分
を
「
ひ
そ
か
に
嘆
息
し
た
り
、
叱
咤
し
た
り
す
る
革
命
家
」
と
す
る
が
、
こ
れ
で
は
文
意
が
と
お
り
づ
ら
い
。『
辞
源
』

（
縮
印
合
訂
本
、
香
港
商
務
印
書
館
、
一
九
八
七
年
）
で
は
、「
喑
嗚
」
は
確
か
に
「
呑
声
悲
咽
」
と
あ
る
が
、「
喑
噁
叱
咤
」
と
い
う
成
語
も
あ
り
、
意
味
を
「
発
怒
喝
叫
声
」

と
し
、
出
典
は
『
史
記
』「
淮
陰
侯
伝
」
の
、「
項
王
喑
噁
叱
咤
、
千
人
皆
廃
」
と
す
る
。「
嗚
」
と
「
噁
」
に
は
同
音
の
読
み
が
あ
る
（w

u

の
第
一
声
）。
文
脈
か
ら
考
え
て
、
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胡風遺著読後感

こ
こ
で
の
魯
迅
の
意
図
は
「
喑
噁
叱
咤
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
「
喑
噁
叱
咤
」
の
意
と
解
し
て
訳
し
た
。

（
11 
）
こ
の
部
分
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
文
学
と
革
命
』
第
八
章
「
革
命
の
芸
術
と
社
会
主
義
の
芸
術
」
に
あ
る
一
節
。
前
掲
注
7
の
拙
稿
参
照
。

（
12 
）
人
民
文
学
出
版
社
二
〇
〇
五
年
新
版
『
魯
迅
全
集
』
で
は
第
六
巻
、
五
五
五
頁
に
こ
の
通
り
の
言
葉
が
あ
る
。
学
研
日
本
語
版
『
魯
迅
全
集
』
で
は
第
八
巻
、
六
〇
二
頁
。

（
13 
）
胡
風
が
「
文
芸
問
題
に
対
す
る
意
見
書
」
の
中
で
批
判
し
て
い
る
、
作
家
を
脅
か
す
、
五
つ
の
要
求
・
観
点
を
い
う
。
一
、
完
全
無
欠
の
共
産
主
義
的
世
界
観
。
二
、
生
活
に

は
労
農
兵
の
そ
れ
が
あ
る
だ
け
で
、
日
常
生
活
は
な
い
。
三
、
思
想
改
造
し
て
初
め
て
創
作
が
可
能
に
な
る
。
四
、
過
去
の
形
式
だ
け
が
民
族
形
式
で
あ
る
。
五
、
題
材
に
は
重

要
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。

（
14 
）「『
十
二
』
後
記
」
の
引
用
は
学
研
版
『
魯
迅
全
集
』
に
基
本
的
に
従
う
が
、
一
部
訳
を
手
直
し
た
部
分
が
あ
る
。

（
15 
）
原
題
は
『
往
事
如
煙
』
一
九
八
七
年
、
北
京
三
聯
書
店
。
邦
訳
は
関
根
謙
訳
『
胡
風
追
想
』
東
方
書
店
、
一
九
九
一
年
刊
。
こ
こ
は
拙
訳
に
よ
る
。

（
16 
）
学
研
版
『
魯
迅
全
集
』
第
七
巻
の
丸
山
昇
著
「
解
説
」
は
魯
迅
博
物
館
魯
迅
研
究
室
編
『
魯
迅
年
譜
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
。
新
版
増
訂
版
は
二
〇
〇
〇
年
に

出
て
い
る
）
に
基
づ
い
て
、
清
人
何
瓦
琴
が
「
王
羲
之
の
「
蘭
亭
帳
」
の
字
体
を
集
め
て
、
自
分
の
句
を
書
い
た
も
の
か
」
と
す
る
が
、
そ
の
通
り
の
よ
う
で
あ
る
。
研
究
書
や

研
究
誌
で
見
た
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
思
い
出
せ
な
い
上
、
検
索
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
、
中
国
大
陸
の
複
数
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
調
べ
て
み
た
。
そ
れ
ら
に

よ
れ
ば
、
何
瓦
琴
は
清
代
の
人
で
、
金
石
篆
刻
に
優
れ
、
著
に
『
益
寿
館
吉
金
図
』
が
あ
る
。
何
は
「
蘭
亭
帳
」
の
字
か
ら
こ
の
対
聯
を
作
句
し
、
徐
時
棟
（
一
八
一
四―

一
八

七
三
、
字
定
宇
、
号
は
柳
泉
、
浙
江
鄞
県
の
人
、
道
光
年
間
の
挙
人
、
内
閣
中
書
を
歴
任
、
後
著
作
に
専
念
）
に
書
写
を
依
頼
、
徐
は
こ
れ
を
大
い
に
好
み
、
自
著
『
煙
嶼
楼

集
』
に
収
録
し
た
。
魯
迅
は
こ
の
書
を
一
九
三
三
年
二
月
に
購
入
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
（http://w

w
w

.w
xrb.com

/w
w

h/rw
cq/rw

cq_03.htm

やw
w

w
.ebaom

onth-

ly.com
/w

indow
/liter/chlit/ch10/ch10_7.htm

　

参
照
）。『
魯
迅
全
集
』
日
記
巻
の
同
年
二
月
二
日
の
条
に
は
確
か
に
「『
李
太
白
集
』
一
部
四
冊
、『
煙
嶼
楼
読
書
誌
』
一

部
八
冊
計
五
元
を
買
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
『
魯
迅
年
譜
』
第
三
巻
に
よ
れ
ば
、
魯
迅
が
瞿
秋
白
に
こ
の
対
聯
を
送
っ
た
の
は
、
同
年
三
月
六
日
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
平
仄

は
あ
う
。

　

 　

王
凡
西
が
こ
こ
で
『
史
記
』
が
出
典
だ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
著
者
生
前
の
訳
者
宛
書
信
に
よ
れ
ば
、
胡
風
が
「
魯
迅
先
生
」
の
中
で
、
そ
う
書
い
て
い
る
た
め
で
（『
新
文

学
史
料
』
一
九
九
三
年
第
一
期
、
第
二
〇
頁
）、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
踏
襲
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

（
17 
）
毛
沢
東
の
有
名
な
老
三
編
の
一
、「
愚
公
移
山
」（
一
九
四
五
年
六
月
、
中
共
第
七
回
大
会
の
閉
幕
の
辞
。『
毛
沢
東
選
集
』
第
三
巻
所
収
）
で
は
、
中
国
人
民
を
圧
迫
す
る
帝

国
主
義
と
封
建
主
義
を
「
二
つ
の
大
山
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
こ
こ
で
、
王
凡
西
が
「
三
つ
の
大
山
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
中
共
を
弾
圧
す
る
国
民
党
を
こ
れ
ら
に
加
え
た

と
い
う
こ
と
か
。

（
18 
）
原
文
は
「
心
安
理
得
」。
心
が
落
ち
着
い
て
安
ら
か
な
状
態
を
言
う
。
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